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ムーンショット⽬標10
「2050年までに、フュージョンエネルギーの
多⾯的な活⽤により、地球環境と調和し、

資源制約から解き放たれた活⼒ある社会を実現」
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1.1 MS10が⽬指す社会像

エネルギーの共有性・安定性
による地球平和

フュージョンエネルギー

暮らし、産業の多様化⽣存圏の拡⼤

拡⼤する
エネルギーの需要
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1.2 フュージョンエネルギーの特⻑
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1.3 フュージョンエネルギーへの期待の⾼まり
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1.4 科学技術の進化過程
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1.5 科学技術の進化過程 dawn
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1.6 科学技術の進化過程 early growth 
stage
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2.1 フュージョンエネルギー研究開発の課題

フュージョンエネルギーはいつできるのか︖
• いつまでたってもあと30年 ︖
• 本当に必要とされた時にできる ︖︖
• 5年でできるというスタートアップ企業も ︖︖︖

諸説紛々!

先が不透明な理由は，物理が難しいから

例えば，望遠鏡であれば

• 10cmの望遠鏡がハッブルテレスコープを凌ぐことはあり得ない
• 「すばる」の焦点がぼけて，⽬標解像度が得られないことはあり得ない

しかし，核融合炉の設計は望遠鏡（光学）のようにはいかない
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2.2 ⾼性能化には⾼精度の物理が必要

© ITER Organization
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*Fusion Engineering and Design 86
(2011) 2879 に基づく評価

閉じ込め性能の評価には
極めて⾼い精度が必要

どこまで⽀えられるか︖
勾配限界は複合的な物理（カオス，乱流，
電磁気，運動論，量⼦プロス，・・・）
によって⽀配される
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2.3 ⾼性能化に向けたイノベーション

l フュージョンエネルギーの実⽤化に向けたスタンダードなシナリオはベースロード電源の開発
l ⼗分な実⽤性を⾒通すには、現在の科学知では不⼗分
l 炉⼼プラズマの理解の深化だけでなく、超伝導マグネットや炉材料等の⾼性能化やシステムと
しての稼働率向上など、⾰新的な進展が必要

l MS10では、フュージョンエネルギーの多⾯的な利⽤を想定した未来社会からのバックキャス
ト的なアプローチをとることで、広く展望を開き、これまでにない挑戦の中からゲームチェン
ジャーとなるイノベーションを⽬指す

l ベースロード電源を⽬指すフォーキャスト型の研究開発に対しても、課題解決の選択肢を増や
し、実現の早期化をもたらす相乗効果を⽣むものと期待

炉⼼プラズマ︓閉じ込め性能・
システム安定性

超伝導マグネット・低温技術︓
⾼温超伝導、⽔素・窒素冷却

炉材料︓照射損傷、放射化

ダイバータ︓超⾼熱流束

イノベーションの
科学的指導原理

ü 核融合の多様な利⽤
ü ⾼性能概念への挑戦

© ITER Organization
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３．基本戦略＝学際化
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10年⽬のマイルストーン

４．MS10のマイルストーン

• 様々な挑戦的研究開発の成果を総合し、フュージョンエネルギー開発競争を勝ち抜くために、
多様な核融合システムの開発に必要な信頼度が⾼い⽅法論や要素技術である強⼒な
「ツール」を獲得する。

• その確かな「ツール」を開発研究機関や⺠間企業へ引き継ぐことで、2050年の未来像である
「フュージョンエネルギーの多様な活⽤が⼈類の積極的な活動を⽀える世界」の実現を⽬指す。

ムーンショット⽬標１０

＜ターゲット＞
• 2050 年までに、様々な場⾯でフュージョンエネルギーが実装された社会システムを実現する。
• 2035 年までに、電気エネルギーに限らない、多様なエネルギー源としての活⽤を実証する。
• 2035年までに、エネルギー源としての活⽤に加えて、核融合反応で⽣成される粒⼦の利⽤や要素技術等の多⾓的利⽤
により、フュージョンエネルギーの応⽤を実証する。

2050年までに、フュージョンエネルギーの多⾯的な活⽤により、
地球環境と調和し、資源制約から解き放たれた活⼒ある社会を実現

５年⽬までに、基盤技術（ハード及びソフト）の成⽴性と発展可能性の実証を

３年⽬までに、基盤要素技術の「科学技術的原理」の検証・確⽴を
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5．プロジェクトが狙うアウトプット＆アウトカム

主路線の
加速

主路線以外
の可能性追求

発電以外の
多様な応⽤

他の⾰新技
術への波及

MS10が⽣み出すイノベーション

核融合反応の
多⾯的な利⽤

エネルギーシステム 他分野での
社会実装

MS10 PJ

星PJ
デジタル
プラットフォーム

バーチャル（V)
トカマク

AI材料開発

Vレーザー核融合

Vビーム核融合
V中性⼦源

AI physics

DFFT

奥野PJ
⾼周波加速器

材料照射試験
10×IFMIF

トリチウム⽣成

ビーム核融合
⾼強度中性⼦源

医療⽤アイソトープ

核廃棄物
消滅処理

⽊須PJ
超伝導コイル

コンパクト
トカマク

新型核融合
システム

MRI

超伝導送電


